
災害－5

平成　23年　7月　9日 　　14　時　00分頃

班 名

性 別 男 ・ 女 女 ５８　歳 入会年数 　４　年　３　ヶ月

使用道具

◆災害発生状況

◆災害発生原因

①

②

③

①

②

③

④

ﾘｰﾀﾞｰ名 報告者名

※災害（事故）報告は些細な怪我も出来るだけ報告してください。事故再発防止に役立ちます。

痒いからといって、むやみに掻くと炎症を起こすので、掻かないで我慢をする。

アレルギー体質の人はこのような場所での作業は極力避ける

※事故に遭われこうすれば事故が起きなかったと貴方が感じた防止策を色々お書き下さい。

※出来るだけ詳しく記入してください。

虫かないか原因が分からない何かに､刺されたのではと思ったときに、すぐに、予防薬などで

応急処置をする。

湿度の高い、炎天下の場所にある下草が茂っている所では、種々の有害害虫がいることを、

想定し、虫除けのスプレーおよび蚊予防などの忌避剤を身体に装着し、むやみに掻かない

状態であった。

鳥山 岩永　秀子

湿度の高い、炎天下の場所にある下草が茂っている所では、種々の有害害虫がいる場所での

作業であったが、虫の攻撃に対して、予防措置をしていなかった。

虫刺されなどに大変過敏な体質であるにもかかわらず、その予防策を十分にしていなかった。

異変を感じたのに、その場で、何も応急処置をしなかった。

作業地09年植栽地

岩永　秀子

下草刈り

左目の瞼が腫れ上がり、目やにが出るなど炎症をおこし、左目の視力検査が出来ない

※出来るだけ詳しく記入してください。

急斜面の場所で、タケニグサや低潅木のあるところで、鎌を使用し、植栽した木々を切らないよう

下草刈をしていた時に、何か、チクッとした感じはした。しかし、炎天下でもあり、汗がとどめ

もなく出ている状況で、暑さとその疲れのほう気になり、その時は、気にも留めなかった。

◆災害再発防止対策

災 害 報 告 書

怪我の部位及び状態

　　　　　　　　　　　平成　23年　7月　14日

作 業 種 別

災害発生日時

災害発生場所

被災者の氏名

D班

下刈り用鎌

日本山岳会　高尾の森づくりの会



　４　年　３　ヶ月

日本山岳会　高尾の森づくりの会


